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古紙配合率１００％再生紙を使用しています
可燃ごみ・不燃ごみの収集時間が早くなりました
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杉
並
区
子
ど
も
読
書
月
間

６月は杉並区子ども読書月間です

近年テレビゲームなどに費やす時間が増える一方で、１カ月に１冊も本を読まない子ども
が増加するなど、子どもの読書離れが心配されています。
区は、読書が人にとって必要なことであり、特にこれから成長し、社会を担っていく立
場にある子どもと呼ばれる世代、青年と呼ばれる世代に、読書のすばらしさを知ってほ
しいと考えています。

　――問い合わせは、中央図書館�３３９１‐５７５４へ。

お気に入りの本をお気に入りの本を
見つけよう！見つけよう！

▲杉並区子ども読書月間ポスター

　

区
は
、
子
ど
も
た
ち
が
読

書
に
親
し
み
、
豊
か
な
心
と

生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と

を
願
っ
て
、　

年　

月
「
杉

１５

１０

並
区
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
区
と
区
民

の
協
働
に
よ
る
子
ど
も
の
読

書
活
動
を
活
発
に
進
め
る
た

め
の
施
策
の
方
向
性
や
取
り

組
み
を
示
し
た
も
の
で
す
。

計
画
期
間
は　

年
度
ま
で
の

１９

五
年
間
で
、
次
の
四
つ
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

�
子
ど
も
の
読
書
機
会
の
提

供
、
読
書
環
境
の
充
実

�
地
域
ぐ
る
み
で
の
読
書
活

動
推
進
体
制
の
充
実

�
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推

進
す
る
た
め
の
人
材
の
育

成
�
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
か

か
わ
る
保
護
者
な
ど
へ
の

支
援

　

区
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ

い
て
、
下
記
を
は
じ
め
と
す

る
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推

進
す
る
た
め
の
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
全
文
は
、
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。　

　

区
は
毎
年
６
月
を
「
杉
並
区

子
ど
も
読
書
月
間
」
と
し
て
、

地
域
・
家
庭
・
学
校
で
、
子
ど

も
と
本
と
の
出
会
い
の
場
を
作

る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
自
発
的
に
読
書
を
楽
し
む
き

っ
か
け
と
な
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
で
は
、
講
演
会

と
本
の
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
生
誕
二
〇
〇
年
・
童
話
の
父

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン

◇
講
演
会

　

「
賢
治
作
品
の
ア
ン
デ
ル
セ

　

ン
の
受
容
」

　
 

６
月　

日
�
午
後
３
時
〜

１９

 

白
百
合
女
子
大
学
教
授
・
宮

澤
賢
治 

中
学
生
以
上
の
方 

五
〇
名
（
先
着
順
）

時
師

対

定

◇
展
示
会

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
人
と
作
品

　

―
絵
本
・
児
童
書
・
伝
記

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
紹
介
と
作

品
の
展
示
を
し
ま
す
。
展
示
本

は
貸
し
出
し
で
き
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　
 

６
月
３
日
�
〜　

日
�

３０

（　

日
�
は
休
館
）

１６

☆

　
 

無
料 

中
央
図
書
館
（
荻

窪
３
―　

―　

） 

当
日
、
直

４０

２３

接
会
場
へ

時費

場

申

▲宮澤　賢治

●ブックスタート事業
　絵本を通して保護者と赤ちゃ
んが楽しいひとときをもつこと
を支援する事業です。
　保健センターでの４カ月児健
診の際、図書館員とボランティ
アが協働で、絵本の入ったブッ
クスタートパックをお渡ししな
がら、ブックスタートの意義を
お話しします。

●地域・家庭で
　区内の有志の方々が、継続的に自
宅やその他の場所で「地域・家庭文
庫」として、周辺の児童を対象とし
た図書の貸し出しを行っています。

●図書館で
　図書館や読書への関心を深めるき
っかけとして、各図書館では、おは
なし会・工作会・子ども会・映画会
など様々な催しを行っています。開
催日などはお近くの図書館にお問い
合わせのうえ、ご参加ください。

●区立小・中学校で
　各学校がそれぞれの状況に応じた読書活
動を計画的に実施して、子どもが自主的に
読書をする姿勢や習慣を身に付けられるよ
うに取り組んでいます。
　１６年度は、区立小学校全４４校のうち３２校
（７３％）、区立中学校全２３校のうち１６校
（７０％）が、朝の読書活動を実施していま
す。

子どもの読書活動推進のために
取り組んでいます
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納
期
限
と
納
付
場
所

◇
納
期
限

▽
第
一
期
＝
６
月　

日
�

３０

▽
第
二
期
＝
８
月　

日
�

３１

▽
第
三
期
＝　

月　

日
�

１０

３１

▽
第
四
期
＝　

年
１
月　

日
�

１８

３１

◇
納
付
場
所

①
銀
行
・
信
用
金
庫
な
ど

②
郵
便
局

③
区
役
所
、
区
民
事
務
所
・
分

室
、
駅
前
事
務
所

納
付
の
方
法

　

事
業
所
得
者
な
ど
普
通
徴
収

で
納
め
て
い
た
だ
く
方
は
、
納

税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
税
額

を
、
納
付
書
で
各
納
期
限
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ

く
方
は
、
５
月　

日
付
で
会
社

１０

な
ど
給
与
支
払
者
を
通
し
て
お

送
り
し
た
税
額
通
知
書
に
記
載

さ
れ
た
税
額
が
、
６
月
分
か
ら

　

年
５
月
分
ま
で
の
一
二
カ
月

１８で
給
与
か
ら
差
し
引
か
れ
ま

す
。

減
税
に
つ
い
て

　

特
別
区
民
税
所
得
割
の
最
高

税
率
を
前
年
度
と
同
率
の　

％
１０

に
据
え
置
き
、
定
率
に
よ
る
税

額
控
除
（
個
人
住
民
税
の
所
得

割
額
の　

％
、四
万
円
を
限
度
）

１５

を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
税
証
明
書
の　

交
付

　
　

年
度
の
住
民
税
の
証
明
書

１７
の
交
付
開
始
日
は
右
下
表
の
と

お
り
で
す
。

　

証
明
書
交
付
申
請
書
は
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出

せ
ま
す
。

　〈住民税の証明書（課税・非課税・納税）の交付開始日〉　　

自動交付機窓　　　　口交付開始日

�に該当する方のみ５月１０日
�から交付しています

�特別徴収のみの方（勤務先の給与から住
民税が差し引かれる方）�特別徴収のほか
普通徴収で課税される方（普通徴収課税分
が６月６日に賦課決定されるまでは特別徴
収分のみの証明書を交付します）�申告書
などを提出し非課税の方�申告書は提出し
ていないが扶養されているため非課税の方

５月１０日�

�～�に該当する方

�普通徴収のみの方（事業所得者など納税
通知書により個人で住民税を納める方）�
特別徴収のほか普通徴収で課税される方
（上記�の方が６月６日に普通徴収分が賦
課決定された後は特別徴収分と普通徴収分
を合わせた証明書を交付します）

６月６日�

（注）１．窓口と自動交付機では交付日が異なる場合がありますので、ご注意ください。２．証明
書を窓口で本人以外の方が申請する場合は、委任状が必要です。

住民税の納付はお早めに住民税の納付はお早めに

〈いただいた主なご意見と区の考え方〉
区の考え方意　　　見分類項目

みどりの基本計画は２０年度に抜本的な見直しを予
定しています。しかし、現在、緑化重点地区の見
直しが早急の課題となっていること、計画内の施
策の文言が実際の進ちょく状況と合わなくなって
いること、また、都市緑地法の改正などを受けて、
部分的に改定することにしました。

基本計画というものは、策定から５
年くらいの短い期間で変えるべきも
のではない。

改定につい
て

緑化重点地区に指定すると、国からの補助を受け
て緑化などの事業を行ったり、条件によっては税
制面での優遇措置を受けることができます。区は、
区全域を緑化重点地区に指定することにより、区
内のどの地域でも緑化などの事業が効果的に行わ
れるようにします。そして、「区民が創（つく）る
みどりの都市杉並」の実現を目指し、地域の状況
や実情に合わせて、実現可能なところから緑化を
推進していきます。
また、今まで緑化重点地区をみどりのモデル地区
としていましたが、今後は、区民と連携・協力し
ながら、みどりの保護と育成を図るモデル地区な
どを指定していく予定です。

・区内全域を緑化するだけの予算は
あるのか。
・全域化をすることで地区ごとの状
況を無視した画一的な緑化施策にな
るうえ、予算が分散し、重要な地区
にお金をかけられないのではないか。
・全域化とあるが、施策にはみどり
の保護・保全というものが多く、新
たに大規模なみどりを生み出してい
く施策がみられない。
・緑化を全域で行うのではなく、河
川や中杉通りなどの、街路樹の充実
した地域に埋もれている所を重点的
に緑化を進めてほしい。

緑化重点地
区について

区民との協働の下で計画づくりを行うことは重要
なことと考えています。
今回の改定は一部見直しで、２０年度に本格的に改
定作業を行う予定ですので、次回の参考とします。

区民との協働（パートナーシップ）
を区が調整（コーディネート）する
ことを計画に盛り込んで欲しい。

計画づくり
について

計画の最終的な展望（ビジョン）を
イメージ図で描けばどうか。

考え方につ
いて

　

「
広
報
す
ぎ
な
み
」
２
月
１

日
号
で
、
区
民
意
見
提
出
手
続

に
基
づ
い
て
区
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
伺
い
、
二
六
名
の
方

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
主
な

例
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
区
の
考

え
方
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

意
見
の
概
要
と
そ
れ
に
つ
い

て
の
区
の
考
え
方
は
、
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
公
園
緑
地
課
（
区

役
所
西
棟
五
階
）、区
政
資
料
室

（
区
役
所
西
棟
二
階
）、区
民
事

務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
、

図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な

ど
を
も
と
に
策
定
し
た
新
し
い

基
本
計
画
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
公
園
緑
地
課
、
区
政
資
料

室
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
区
民
意
見
の
提
出
手
続
き
後

　

の
改
定
部
分

　

緑
被
率
（
※
）
の
目
標
値
を

　

％
か
ら
を　

％
と
し
ま
し

２０

２５

た
。

※
緑
被
率
＝
平
面
的
に
み
ど
り

（
樹
木
被
覆
地
と
草
地
）
で

覆
わ
れ
た
面
積
が
区
域
に
占

め
る
割
合
の
こ
と
で
、
緑
の

量
を
把
握
す
る
一
般
的
な
指

標
で
す

�
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

年
度
の
住
民
税
（
特
別
区
民
税
・
都
民
税
）
普
通
徴

１７収
分
の
納
税
通
知
書
を
６
月
６
日
�
に
お
送
り
し
ま

す
。 

課
税
対
象
と
な
る
所
得
は
、
前
年
（　

年
１
月
１

１６

日
〜　

月　

日
）
の
所
得
で
す
。

１２

３１

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
課
税
課
へ
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

住
民
税
の
普
通
徴
収
分

は
、
銀
行
な
ど
の
口
座
か
ら

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
期
ご
と
に
金
融
機
関
や

区
役
所
に
出
か
け
な
く
て

も
、
自
動
的
に
口
座
か
ら
振

り
替
え
ら
れ
ま
す
。

　

「
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
て

し
ま
い
、
延
滞
金
が
つ
い
て

し
ま
っ
た
」。こ
ん
な
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
口
座
振
替
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
手
続
き
は
、
口
座
届
出
印

を
持
っ
て
直
接
、
区
内
の
取

引
先
の
金
融
機
関
窓
口
へ
。

�
金
融
機
関
に
行
く
時
間
が

な
い
方
は
、
申
し
込
み
用
紙

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
納

税
課
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

�
申
し
込
み
用
紙
は
、
納
付

場
所
の
①
〜
�
に
も
あ
り
ま

す
。
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
り
出
せ
ま
す
。

�
５
月　

日
�
ま
で
に
口
座

１０

振
替
を
申
し
込
ま
れ
た
方

は
、
第
一
期
分
か
ら
口
座
引

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。
５

月　

日
�
〜
７
月
９
日
�
に

１１
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、
第
二

期
分
か
ら
の
口
座
引
き
落
と

し
と
な
り
ま
す
。

　
 

納
税
課

問

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

 

公
園
緑
地
課
み
ど
り
の
計
画
係

問
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平成１７（２００５）年�月��日（土曜日）

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入

〈郵便ハガキ〉

�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢　

�電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

久
我
山
ホ
タ
ル
ま
つ
り

　

ホ
タ
ル
観
賞
は
日
没
後
で

す
。
大
道
芸
、
創
作
教
室
な
ど

で
昼
間
か
ら
楽
し
め
ま
す
。（
区

後
援
）

　
 

６
月
４
日
�
・
５
日
�
午

前　

時
〜
午
後
９
時
（
大
雨
の

１０
場
合
は
そ
の
日
の
み
中
止
） 

玉
川
上
水
「
岩
崎
橋
」
下
流
付

近
・
岩
通
ガ
ー
デ
ン
（
久
我
山

１
・
２
丁
目
）、
神
田
川
清
水
橋

下
流
付
近
・
久
我
山
橋
周
辺（
久

我
山
２
・
３
丁
目
） 

ホ
タ
ル

観
賞
、
飼
育
過
程
展
示
、
模
擬

店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
秋

田
県
二
ツ
井
町
物
産
直
送
販
売

ほ
か
（
内
容
に
よ
り
時
間
が
異

な
り
ま
す
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

久
我
山
連
合
商

店
会
実
行
委
員
・
山
本
�
３
３

３
４
‐
８
０
８
８
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジh

ttp
://w
w
w
.k
u
g
a
y

a
m
a
.o
rg

ハ
ロ
ー
西
荻
！

　
 

５
月　

日
�
・　

日
�
午

２８

２９

前　

時
〜
（
区
後
援
） 

Ｊ
Ｒ

１０
西
荻
窪
駅
を
中
心
と
し
た
南
北

西
荻
地
区
一
帯 

ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

チ
ン
ド
ン
、
あ
め
細
工
、
ワ
ゴ

ン
セ
ー
ル
、
福
島
県
原
町
市
の

物
産
展
、
万
灯
み
こ
し
（
午
後

５
時
〜
）
な
ど 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

ハ
ロ
ー
西
荻
実
行
委

員
会
・
上
野
山
�
３
３
９
７
‐

時

場

内

費

申

問

時

場

内申

問

３
４
７
９

�
人
仁
の
会 

阪
神
淡
路
大
震
災
・
新
潟

中
越
地
震
救
済
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
 

６
月　

日
�
午
後
５
時　

１６

３０

分
開
演
（
５
時
開
場
・
区
後
援
）

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

出
演
＝
渥
美
二
郎
、

２２

３２

大
黒
裕
貴
、
島
津
悦
子
、
西
方

裕
之
、
田
島
喜
男
（
司
会
） 

五
六
八
名 

六
〇
〇
〇
円 

・

 

電
話
で
、
渥
美
二
郎
後
援
会

事
務
局
�
３
３
４
１
‐
６
０
２

６
へ
（
当
日
券
あ
り
） 

収
益

の
一
部
を
、
日
本
赤
十
字
社
と

神
戸
新
聞
厚
生
事
業
団
く
す
の

き
基
金
（
高
校
生
を
対
象
と
し

た
震
災
で
保
護
者
を
失
い
就
学

が
困
難
な
方
々
へ
の
支
援
団

体
）
に
寄
付
し
ま
す

�
杉
並
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ス
ー
パ
ー
文
化
講
演
会

「
天
満
敦
子
、
小
林
亜

星
を
弾
く
！
」

　

世
界
屈
指
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
と
作
曲
家
に
よ
る
新
潟
中
越

地
震
救
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
小
千
谷
市
の
小

学
生
を
招
待
し
心
を 
癒 
す
企
画

い
や

も
計
画
中
で
す
。（
区
共
催
）

　
 

７
月　

日
�
午
後
３
時
開

２３

演
（
２
時
開
場
） 

セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

） 

２２

３２

第
一
部
＝
天
満
敦
子
、
小
林
亜

時
場

内

定

費

申

問

他

時

場

内

星
を
弾
く
▽
第
二
部
＝
「
地
平

を 
翔 
け
る
天
馬
の
世
界
」（
ピ
ア

か

ニ
ス
ト
・
吉
武
雅
子
共
演
） 

高
校
生
以
上
の
方 

五
六
八
名

（
全
席
指
定
） 

大
人
四
〇
〇

〇
円
（
前
売
三
〇
〇
〇
円
）、
高

校
生
二
〇
〇
〇
円 

人
数
分
の

料
金
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し

た
返
信
用
封
筒
（
八
〇
円
切
手

 
貼
付 
）
を
同
封
の
上
、
郵
送
で

ち
ょ
う
ふ

杉
並
文
化
村
（
〒　

‐
８
５
６

１６７

０
天
沼
３
―　

―
２
）
へ
▽
窓

１０

口
販
売
＝
５
月　

日
�
午
後
１

２７

時
〜
�
文
化
・
交
流
協
会
文
化

係
（
上
荻
３
―　

―
５
杉
並
会

２９

館
内
）
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
�
区
役
所
一
階
コ
ミ
ュ
か
る

シ
ョ
ッ
プ
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時　

分
�
各
地
域
区
民
セ
ン

３０

タ
ー
＝
開
館
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
８
時 

杉
並
文
化
村
事
務

局
・
渡
辺
�
３
２
２
０
‐
０
０

２
１ 

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

あ
り

対

定
費

申

問

他

◇
区
民
二
〇
名
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
、
５
月　

日
（
必
着
）

２７

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）
へ（
抽
選
） 

同
セ
ン

２２

３２

タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

�
杉
並
希
望
の
家 

ミ
ニ
バ
ザ
ー

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
〜

２９

１０

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
・
区
後

援
） 

杉
並
希
望
の
家
（
久
我

山
５
―　

―　

） 

雑
貨
・
小

３６

１７

物
な
ど
の
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、

ミ
ニ
ゲ
ー
ム 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

杉
並
希
望
の
家
�
３
３

３
５
‐
３
７
７
４ 

日
用
品
・

贈
答
品
・
雑
貨
な
ど
の
寄
付
を

お
願
い
し
ま
す（
衣
類
は
不
可
）

�
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
イ
ン
グ
・
イ
ズ
・
ヒ
ア
！

　

名
曲
、
名
演
、
名
唱
を
社
会

人
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
サ
ウ
ン
ド

と
ボ
ー
カ
ル
で
再
現
し
ま
す
。

（
区
共
催
）

　
 

６
月　

日
�
午
後
３
時
開

１９

演
（
２
時　

分
開
場
） 

セ
シ

３０

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

出
演
＝
パ
メ
ラ
・
マ
ッ
カ
ー

シ
ー
（
ボ
ー
カ
ル
）、
ジ
ロ
ー
吉

田
と
ブ
ル
ー
ハ
ー
バ
ー
Ｊ
Ｏ

（
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）、麹

町
ス
ウ
ィ
ン
ギ
ン
グ
・
シ
ー
ズ

Ｊ
Ｏ
、ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
Ｊ
Ｏ
、

マ
ン
デ
ー
ナ
イ
ト
Ｊ
Ｏ
、
ニ
ュ

ー
グ
ロ
リ
ア
・
ス
ウ
ィ
ン
グ
Ｏ

（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）、連
盟
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ズ
▽
司
会
＝
バ
ー
ド

マ
ン
幸
田
（
ジ
ャ
ズ
ス
ポ
ッ
ト

新
宿
「
Ｊ
」
マ
ス
タ
ー
）▽
解
説

＝
ジ
ャ
ズ
評
論
家
・
瀬
川
昌
久

 

五
六
八
名 

一
二
〇
〇
円 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

東
京
都

社
会
人
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
連
盟
・

申

問

時
場

内

申

問

他

時

場

内定

費

申

問

小
浜
�
３
３
２
３
‐
５
８
３
９

◇
区
民
五
〇
名
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
、
５
月　

日
（
必
着
）

３１

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）
へ（
抽
選
） 

同
セ
ン

２２

３２

タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

�
日
本
フ
ィ
ル 

公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

　

ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
指
揮
者
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
曲
を
仕
上
げ
て
い
く
過
程
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 

６
月　

日
�
午
前　

時
〜

１４

１１

正
午
（　

時　

分
開
場
） 

セ

１０

４５

シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

） 

指
揮
＝
飯
守
泰
次
郎
▽

３２曲
目
＝
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
交
響

曲
第
三
番
・
英
雄
」（
予
定
） 

五
六
八
名 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

文
化
・
交
流
課 

�
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
�
開
始
後
の
入
場
は

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

小
曲
に
よ
る
杉
並
舞
踊
会

　

幼
稚
園
児
か
ら
年
配
の
方
ま

で
、
日
ご
ろ
の
日
本
舞
踊
の
け

い
こ
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　
 

６
月　

日
�
午
前　

時
開

１２

１１

演
（　

時　

分
開
場
・
区
共
催
）

１０

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

無
料 

当
日
、
直

２２

３２

接
会
場
へ 

区
舞
踊
連
盟
・
水

木
�
３
３
９
８
‐
０
６
０
６

大
宮
さ
つ
き
の
会
展
示
会

　
 

５
月　

日
�
〜
６
月
１
日

２１

�
午
前
６
時
〜
午
後
６
時
（
区

後
援
） 

大
宮
八
幡
宮
（
大
宮

２
―
３
―
１
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

杉
並
大
宮
さ
つ

き
の
会
・
石
井
�
３
３
２
１
‐

６
６
７
３

申

問

時

場

内

定

費

申

問

他

時
場

費

申

問

時

場

費

申

問

◇
杉
並
区
・ 
瑞
草 
区
友
好
日
韓

ソ
ッ
チ
ョ

　

伝
統
音
楽
演
奏
会
と
親
子
ワ

　

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

�
演
奏
会
「
日
韓
の
和
」

　

日
韓
の
若
手
演
奏
家
た
ち
の

競
演
で
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
後
６
時　

２９

３０

分
開
演 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

） 

出
演
＝
イ
・

２２

３２

セ
フ
ァ
ン（
コ
ム
ン
ゴ
）、チ
ェ
・

ソ
ヨ
ン
（
韓
国
舞
踊
）、
吉
岡
龍

見
（
尺
八
）、
富
元
清
英
（ 
箏 
・
こ
と

 
三  
絃 
）
ほ
か 

二
五
〇
〇
円 

さ
ん 
げ
ん

吉
岡
邦
楽
社
�
３
３
１
７
‐
２

３
８
０

�
親
子
ワ
ン
コ
イ
ン
・
ワ
ー
ク

　

シ
ョ
ッ
プ

　

日
韓
の
伝
統
楽
器
の
紹
介
や

演
奏
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２９

４
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並 

小
・

中
学
生
と
そ
の
保
護
者 

五
〇

名 

五
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
・
親
子
に
つ
い

て
記
入
）
に
性
別
、
子
ど
も
の

学
年
、
学
校
名
も
書
い
て
、
７

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
吉
岡

２２
邦
楽
社
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
係

（
〒　

‐
０
０
１
３
堀
ノ
内
３

１６６

―　

―　

）
へ
（
先
着
順
） 

３６

１３

吉
岡
邦
楽
社

◇
東
京
オ
ペ
ラ
シ
ア
タ
ー
公
演

　

「
イ
ド
メ
ネ
オ
」

　

ト
ロ
イ
戦
争
後
の
ク
レ
タ
島

の
王
イ
ド
メ
ネ
オ
を
中
心
に
、

個
人
と
国
家
の 
葛
藤 
、
若
者
の

か
っ
と
う

恋
、
民
衆
の
苦
悩
を
描
い
た
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
の
オ
ペ
ラ
で

す
。（
原
語
上
演
、
字
幕
付
）

　
 

８
月　

日
�
午
後
６
時
開

１３

演
（
５
時　

分
開
場
）・　

日
�

３０

１４

時

場

内

費

問

時
場

対定

費

申

問

時

午
後
３
時
開
演
（
２
時　

分
開

３０

場
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並 

演
出

＝
菅
尾
友
▽
出
演
＝
井
田
勝
大

（
指
揮
）、東
京
オ
ペ
ラ
シ
ア
タ

ー
合
唱
団
、
東
京
オ
ペ
ラ
シ
ア

タ
ー
管
弦
楽
団
ほ
か 

前
売
三

〇
〇
〇
円
、
当
日
三
五
〇
〇
円

 

東
京
オ
ペ
ラ
シ
ア
タ
ー
・
堀

内
�
０
９
０
‐
９
２
０
１
‐
１

７
４
６

☆

　
 

チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始
＝
５

月　

日
�
午
後
１
時
〜
▽
販
売

２７
窓
口
＝
�
文
化
・
交
流
協
会
文

化
係
※
初
日
は
電
話
予
約
の
み

（
〒　

‐
０
０
４
３
上
荻
３
―

１６７

　

―
５
杉
並
会
館
内
�
５
３
１

２９１
‐
７
０
３
５
）
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
�
区
役
所
一
階
コ
ミ

ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ
＝
月
〜
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時　

分
�
各
地
域
区

３０

民
セ
ン
タ
ー
＝
開
館
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
８
時 

「
日
韓
の

和
」
は
�
�
と
セ
シ
オ
ン
杉
並

の
み
で
販
売

◇
あ
さ
が
や
・
リ
リ
カ
寄
席

　

古
今
亭
菊
之
丞
独
演
会

　
 

６
月
４
日
�
午
後
７
時
開

演
（
６
時　

分
開
場
） 

産
業

３０

商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２

―　

） 

出
演
＝
古
今
亭
菊
之

１９
丞
、柳
亭
こ
み
ち
▽
演
目
＝「
明

烏
」
ほ
か
一
席 

一
六
〇
名 

場

内
費

問
申

他

時

場

内

定

費

前
売
一
三
〇
〇
円
、
当
日
一
八

〇
〇
円
（
全
席
自
由
） 

・ 

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
リ

リ
カ
落
語
会
�
０
９
０
‐
３
２

０
０
‐
４
１
４
７
、
Ｅ
メ
ー
ル

L
iric
a
y
o
s
e
@
a
o
l.c
o
m

へ 

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

◇
親
子
能
楽
体
験

　

義
経
や
鬼
女
に
な
っ
て
、
能

の
謡
や
舞
を
体
験
し
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
�
午
前　

時

２４

１０

　

分
〜
午
後
０
時　

分
�
２
時

３０

３０

〜
４
時
（
内
容
は
同
じ
） 

セ

シ
オ
ン
杉
並 

能
楽
師
シ
テ
方

金
剛
流
・
工
藤
寛 

区
内
在
住
・

在
学
で
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
。
高
校
生
以
上

　

歳
未
満
の
方
は
個
人
参
加
可

２０
 

各
回
五
〇
名 

大
人
一
〇
〇

〇
円
、
中
学
生
以
下
五
〇
〇
円

 

往
復
ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
・

親
子
に
つ
い
て
記
入
）
に
子
ど

も
の
学
年
、学
校
名
も
書
い
て
、

７
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
文

１４

化
・
交
流
協
会
文
化
係
「
能
楽

体
験
」
係
へ
（
先
着
順
・
親
子

参
加
の
方
優
先
） 

文
化
・
交

流
協
会
文
化
係 

時
間
（
�
と

�
の
別
）
は
文
化
係
で
割
り
振

り
ま
す

５
月　

日
１１

付
広
報
８

面
中
、「
日
本
フ
ィ
ル
・
夏
休
み

コ
ン
サ
ー
ト
―
ま
ほ
う
の
国
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
チ
ケ
ッ
ト

販
売
窓
口
は
、
文
化
・
交
流
協

会
文
化
係
と
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
�

０
５
７
０
‐
０
２
‐
９
９
９
０

に
な
り
ま
す

申

問

他時

場

師

対

定

費

申

問
他

文
化
・
交
流
協
会
の
催
し

▲小林　亜星 ▲天満　敦子

▲古今亭 菊之丞

訂
正
と
お
わ
び
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�
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

上
映
会 

「
に
が
い
涙
の
大
地
か
ら
」

　
 

６
月　

日
�
午
後
７
時
〜

１４

９
時
（
区
後
援
） 

高
円
寺
会

館
（
高
円
寺
北
２
―
１
―
２
）

 

二
〇
〇
名 

大
人
一
五
〇
〇

円
、
高
校
生
一
〇
〇
〇
円
、
小
・

中
学
生
と　

歳
以
上
は
無
料

６５

 

・ 

電
話
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１３

に
フ
ィ
ジ
カ
ル
ワ
ー
ク
ス
・
松

島
（
〒　

‐
０
０
２
５
練
馬
区

１７６

中
村
南
１
―　

―　

ラ
フ
ォ
ー

２３

１５

レ
西
貝　

号
�
・
�
３
９
２
６
‐

２０３

４
７
５
７
）
へ
（
当
日
券
あ
り
）

 

歌
と
語
り
に
よ
る
「
置
き
去

ら
れ
た
人
た
ち
の
海
」
の
同
時

公
演
が
あ
り
ま
す

�
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　
 

６
月
２
日
�
午
前　

時
集

１０

合
〜
正
午
（
雨
天
中
止
） 

集

合
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
駒
込

駅
北
口 

コ
ー
ス
＝
六
義
園

（
三
〇
分
間
見
学
）
↓
小
石
川

植
物
園
（
三
〇
分
間
見
学
）
↓

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線
・
茗
荷

谷
駅
（
解
散
） 

五
㎞
以
上
歩

け
る
方 

五
〇
〇
円
（
入
園
料

を
含
む
） 

当
日
、
直
接
集
合

場
所
へ 

上
井
草
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２ 

交
通
事
故
や
ケ
ガ
な
ど
に
は
自

己
責
任
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

�
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ 

親
子
で
里
山
観
察

　

行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
保
存
し
た
貴
重
な
原
風
景

時

場

定

費

申

問

他
時

場

内

対

費
申

問

他

「 
寺  
家 
ふ
る
さ
と
村
」を
訪
ね
、

じ 

け

環
境
保
護
の
大
切
さ
を
学
び
ま

す
。（
区
後
援
）

　
 

６
月　

日
�
午
前　

時　

１８

１０

３０

分
〜
午
後
３
時
（
雨
天
実
施
）

 

集
合
場
所
＝
寺
家
ふ
る
さ
と

村
・
四
季
の
家
前
（
横
浜
市
青

葉
区
寺
家
町　

・
参
加
者
に
は

４１４

詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
む
さ
し
の
里
山
研

究
会
代
表
・
新
井
裕 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で
小
学
生
以

上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

（
大
人
だ
け
の
参
加
も
可
） 

三
〇
名 

五
〇
円
（
保
険
料
）

 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、
５

月　

日
ま
で
に
す
ぎ
な
み
環
境

３１
カ
エ
ル
く
ら
ぶ
・
塚
田
�
５
３

０
５
‐
６
６
７
１
�
５
３
０
５
‐

６
６
８
２
へ
（
先
着
順
）

雑
誌
の
作
り
方
講
座

　
「
一
日
編
集
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」

に
な
っ
た
気
分
で
、
自
分
の
言

葉
で
情
報
を
ヒ
ト
に
伝
え
る
楽

し
さ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　
 

６
月　

日
�
・　

日
�
／

１２

１８

時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
２
時

〜
５
時
（
内
容
は
同
じ
） 

セ

シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

） 

�
雑
誌
が
で
き
る
ま
で

３２�
取
材
の
段
取
り
と
方
法
�
雑

誌
を
作
る
、
文
章
を
書
く
楽
し

さ
�
体
験
学
習
（
隣
の
人
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
よ
う
） 

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
三
沢
千
晶

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

　

〜　

歳
く
ら
い
ま
で
の
方 

１３

２０

各
回
四
〇
名
（
抽
選
） 

無
料

 

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
参
加
希
望
日
と
あ
れ
ば
「
雑

誌
作
り
で
興
味
・
関
心
が
あ
る

こ
と（
例
＝
記
事
を
書
く
こ
と
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
）」も

時
場

師

対

定

費

申

問
時

場

内

師

対

定

費

申

書
い
て
、
６
月
５
日
（
必
着
）

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

�
３
３
１
７
‐
６
６
２

２２

３２

０
、
Ｅ
メ
ー
ルs

h
a
k
y
o
-c
@

c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.lg
.jp

）

へ
。
電
子
申
請
シ
ス
テ
ムh

ttp

s
://w
w
w
.e
-to
k
y
o
.lg
.jp

/

か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま

す 

同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７

‐
６
６
２
１ 

講
座
終
了
後
、

区
で
発
行
し
て
い
る　

代
向
け

１０

情
報
誌
『
Ｃ
ｅ
ｄ
ｒ
ｅ
（
セ
ド

ル
）』
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
、
実
際
に
情
報
誌
づ
く
り
に

参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

�
杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会 

あ
つ
ま
れ
中
学
生
！ 

ユ
ネ
ス
コ
教
室

　

外
国
人
中
学
生
と
一
緒
に
創

造
的
な
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
宿
泊
学
習
（
三
泊
四
日
）

を
中
心
に
活
動
す
る
八
日
間
の

楽
し
い
教
室
で
す
。（
区
共
催
）

　
 

８
月　

日
�
〜　

日
�

２２

３０

（　

日
は
休
み
、
宿
泊
は　

日

２８

２４

〜　

日
） 

国
立
那
須
甲
子
少

２７
年
自
然
の
家
（
福
島
県
西
白
河

郡
西
郷
村
）、セ
シ
オ
ン
杉
並
ほ

か 

区
内
在
住
・
在
学
の
中
学

生 

六
〇
名
（
抽
選
） 

二
万

円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
に
性
別
･
学
校
名
･

学
年
も
書
い
て
、
保
護
者
署
名

問

他

時

場

対定

費

申

の
上
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま

２０

で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒

　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―　

―

１６６

２２

　

）へ 

杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・

３２板
倉
�
３
３
９
５
‐
４
０
２
０

ま
た
は
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
�

３
３
１
７
‐
６
６
２
１

�
東
京
立
正
短
期
大
学
公
開
講
座 

「
子
ど
も
の
い
る
暮
ら

し
」
を
楽
し
む
た
め
に

　
 

・ 

・ 

６
月
４
日
＝
現

代
子
育
て
考
（
池
田
祥
子
）
▽

　

日
＝
子
ど
も
と
お
も
ち
ゃ
・

１８親
子
で
遊
び
体
験（
浅
川
永
子
）

▽　

日
＝
子
ど
も
の
健
康
づ
く

２５
り
（
野
田
敦
子
）
▽
７
月
２
日

＝
「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
」
子

ど
も
の
姿
か
ら
学
ぶ
こ
と
（
野

田
淳
子
）
／
い
ず
れ
も
土
曜
日

の
午
前　

時
〜
正
午（
区
共
催
）

１０

 

東
京
立
正
短
期
大
学 

区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

各

回
六
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参

照
・
複
数
受
講
可
）
で
、
５
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
東
京
立

３１正
短
期
大
学
教
育
研
究
所
・
公

開
講
座
係
（
〒　

‐
０
０
１
３

１６６

堀
ノ
内
２
―　

―　

）
へ 

同

４１

１５

係
�
３
３
１
３
‐
５
１
０
１ 

託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
子

さ
ん
を
連
れ
て
参
加
で
き
ま
す

古
文
書
講
座

　

江
戸
時
代
の
庶
民
の
生
活
に

か
か
わ
る
史
料
を
中
心
に
し

た
、初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

　
 

６
月　

日
〜
７
月
３
日
の

１２

毎
週
日
曜
日
、
午
後
２
時
〜
４

時
（
計
四
回
） 

郷
土
博
物
館

 

共
立
女
子
大
学
講
師
・
齋
藤

悦
正 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
全
回
参
加
で
き
る
方 

三

〇
名
（
抽
選
） 

四
〇
〇
円

（
教
材
費
） 

往
復
ハ
ガ
キ（
３

問

時

内

師

場

対
定

費

申
問

他

時

場

師

対

定

費

申

面
記
入
例
参
照
）
で
、
５
月　
３１

日
（
必
着
）
ま
で
に
郷
土
博
物

館
（
〒　

‐
０
０
６
１
大
宮
１

１６８

―　

―
８
）
へ 

同
館
�
３
３

２０
１
７
‐
０
８
４
１
（
月
曜
休
館
）

�
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ

ミ
ナ
ー 

え
〜
っ
、私
が
理
事
長
�

　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
理

事
会
運
営
に
つ
い
て
の
講
座
で

す
。（
区
共
催
）

　
 

６
月　

日
�
午
後
１
時　

１１

３０

分
〜
４
時　

分 

阿
佐
谷
地
域

３０

区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１

―　

―　

） 

マ
ン
シ
ョ
ン
管

４７

１７

理
士 

区
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

居
住
者 

五
〇
名 

無
料 

・

 

電
話
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
３
面
記
入

例
参
照
）
に
マ
ン
シ
ョ
ン
名
、

あ
れ
ば
質
問
事
項
も
書
い
て
、

６
月
９
日
（
必
着
）
ま
で
に
杉

並
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
（
〒

　

‐
０
０
１
３
堀
ノ
内
１
―　

１６６

１２

―
６
㈱
ラ
イ
フ
ィ
ッ
ク
ス
内
�

３
３
１
１
‐
６
１
２
０
�
３
３

１
４
‐
６
５
０
９
、
Ｅ
メ
ー
ル

ik
u
k
o
n
k
@
jc
o
m
.h
o
m
e
.

n
e
.jp

へ
（
先
着
順
）

 　
 

・ 

�
６
月　

日
�
＝
自

１６

分
の
体
の
若
さ
を
自
己
分
析

（
体
脂
肪
・
血
圧
測
定
な
ど
）

�　

日
�
＝
男
性
の
自
立
は
食

２３
の
自
立
か
ら
（
地
域
の
ヘ
ル
シ

ー
メ
ニ
ュ
ー
推
奨
店
め
ぐ
り
な

ど
）
�　

日
�
＝
健
康
を
保
つ

３０

食
事
作
り
（
調
理
実
習
）
�
７

月
７
日
�
＝
価
値
観
を
見
直
し

て
み
よ
う
（
自
分
流
の
生
き
方

発
見
）
／
時
間
は
、
午
前　

時
１０

問

時

場
師

対
定

費

申

問�　

〜　

代
男
性
の
た
め
の

５０

６０

健
康
講
座 

元
気
・
や
る
気
で
す
て
き
な

生
き
方
見
つ
け
ま
せ
ん
か

時

内

〜
正
午（
�
は
午
後
１
時
ま
で
）

 

和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
和
泉

４
―　

―
６
）
�
は
永
福
和
泉

５０

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
３

―
８
―　

） 

家
庭
教
育
研
究

１８

所
所
長
・
高
橋
愛
子
ほ
か 

区

内
在
住
で
、
な
る
べ
く
全
回
参

加
で
き
る　

〜　

代
の
男
性 

５０

６０

二
五
名 

五
〇
〇
円
（
食
材
料

費
） 

・ 

電
話
で
、
和
泉
保

健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
３
‐
９

３
３
１
へ
（
先
着
順
）

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

の
講
座
・
講
習
会

◇
地
球
の
温
暖
化
を
考
え
る

　
 

６
月
２
日
�
午
前　

時　
１０

３０

分
〜
午
後
０
時　

分 

阿
佐
谷

３０

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷

南
１
―　

―　

） 

東
京
都
環

４７

１７

境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
北
川
博
美

 

三
〇
名 

無
料 

電
話
で
、

同
館
へ
（
先
着
順
）

◇
リ
サ
イ
ク
ル
講
習
会
―
ネ
ク

タ
イ
が
か
わ
い
い
ポ
シ
ェ
ッ

ト
に
変
身
し
ま
す

　
 

６
月
７
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時　

分 

す
ぎ
な
み
環

３０

境
情
報
館
・
環
境
学
習
室 

一

六
名
（
抽
選
） 

三
〇
〇
円

場

師

対
定

費
申

問

時

場
師

定

費

申

時

場

定

費

（
材
料
費
） 

往
復
ハ
ガ
キ（
３

面
記
入
例
参
照
）
で
、
５
月　
２８

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
同
館
へ

◇
四
季
の
公
園
を
楽
し
む
「
初

夏
」

　
 

６
月
８
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分
（
雨
天
の
場
合

３０

は
９
日
�
に
延
期
） 

集
合
＝

柏
の
宮
公
園
正
面
入
口
管
理
棟

前
（
浜
田
山
２
―
５
―
１
） 

二
〇
名 

無
料 

電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、
同
館
へ
（
先
着
順
） 

車

い
す
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

☆

　
 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方 

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５
―

１６７

　

―　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
内

１５

１３

�
３
３
９
８
‐
３
１
９
１
�
３

３
９
８
‐
３
１
９
３
）

�
小
児
救
急
に
関
す
る
普
及

事
業 

新
米
マ
マ
パ
パ
へ
小
児
科

医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

赤
ち
ゃ
ん
に
多
い
病
気
と
そ

の
手
当
て
、
急
病
時
の
適
切
な

申

時

場

定

費

申

他

対
問

対
処
方
法
、
小
児
科
か
か
り
つ

け
医
を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時
〜

３０

３
時 

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー

（
荻
窪
５
―　

―
１
） 

小
児

２０

科
医
・
別
府
暁
子 

乳
児
（
第

一
子
）
の
保
護
者 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
５
月　
２３

日
〜　

日
ま
で
に
荻
窪
保
健
セ

２７

ン
タ
ー
�
３
３
９
１
‐
０
０
１

５
へ
（
先
着
順
）

�
家
族
介
護
者
教
室 

認
知
症
を
自
分
ら
し
く

生
き
る
た
め
に 

―
成
年
後
見
と
遺
言

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時　

２４

３０

分
〜
３
時　

分 

高
円
寺
障
害

３０

者
交
流
館
（
高
円
寺
南
２
―　
２４

―　

） 

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

１８
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
東
京
支

部
・
綱
川
英
治 

区
内
在
住
の

方
と
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協

力
員 

八
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
ケ
ア　

阿
佐
谷
�
３

２４

３
３
９
‐
１
５
８
８
へ
（
先
着

順
） 時

場

師

対定

費

申

問

時

場

師

対

定

費

申

問

〈リサイクルひろば高井戸・６月の講習会〉
申込方法定員費用日　時講習会名

当日、
直接　
会場へ

１０名無料
３日�
午前１０時３０分～
正午

廃油（てんぷら油）
からの石けん作り
体験コーナー

電話で
先着順

各回
６名

５枚
１００円

５日��午後１
時～２時�２時
３０分～３時３０分

牛乳パックからの
手すきハガキ作り
体験コーナー

各回
１０名無料

１１日��午後１
時～２時�２時
３０分～３時３０分

包丁とぎを習おう

１０名部品代
は実費

１９日�午後１時
～４時（受付は
３時まで）

おもちゃのクリニ
ック（１人１点ま
で）

（注）１.申し込み・問い合わせは、同ひろば（高井戸東３-７- ４�３３３１
‐４３６０、水・木曜休館）へ。定員に満たない場合は中止の場合が
あります。２.生ごみたい肥相談は電話で随時受け付けています（回
答には数日かかる場合もあります）。

土曜日のパパママ学級
６月１８日�午後１時～４時
高円寺保健センター

（〒１６６‐０００３高円寺南３‐２４‐１５�３３１１‐０１１６）

　 ビデオ、もく浴実習、情報交換など 区内在住で当日
妊娠２８週以上の初産のカップル２０組 無料 往復ハガキに
２人の氏名・住所・電話番号・出産予定日を書いて、６月３
日 （必着）までに同保健センターへ 応募多数の場合、出産
予定日などで調整あり

内 対
費 申

他

▲昨年のユネスコ教室



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報

�������●５ 平成１７（２００５）年�月��日（土曜日）

自
転
車
等
駐
車
対
策
協

議
会
委
員

　

任
期
は
委
嘱
の
日
か
ら
二
年

間
で
、
協
議
会
は
年
に
二
回
程

度
開
催
し
ま
す
。

　
 

区
内
在
住
で
、
日
ご
ろ
か

ら
自
転
車
を
利
用
し
、
自
転
車

問
題
に
関
心
が
あ
る
方 

二
名

（
選
考
） 

作
文
「
杉
並
区
に

お
け
る
自
転
車
利
用
の
あ
り

方
」（
八
〇
〇
字
程
度
）
に
、
住

所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
生
年

月
日
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番

号
も
書
い
て
、
６
月
８
日
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
交
通
対
策
課

（
区
役
所
西
棟
五
階
）
へ
郵
送

ま
た
は
持
参 

交
通
対
策
課 

作
文
は
返
却
し
ま
せ
ん

対

定

申
問

他

阿
佐
谷
キ
ッ
ク
・
オ
フ
／

オ
フ
ィ
ス
新
規
入
居
者

　

阿
佐
谷
キ
ッ
ク
・
オ
フ
／
オ

フ
ィ
ス
は　

年
２
月
に
発
足

１５

し
、
区
内
産
業
の
活
性
化
を
目

的
と
し
て
事
業
の
創
業
支
援
に

力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
創
業

を
目
指
し
て
い
る
方
、
創
業
後

ま
も
な
い
方
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
 

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
一
階
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４７

　

） 

入
居
予
定
日
＝
９
月
１

１７日
（
二
室
）、　

年
２
月
１
日

１８

（
四
室
）
▽
入
居
期
間
＝
二
年

間（
審
査
に
よ
り
一
年
延
長
可
）

▽
利
用
時
間
＝
二
四
時
間
利
用

可
能
（
保
守
点
検
な
ど
の
た
め

利
用
が
制
約
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）
▽
利
用
条
件
＝
事
務

所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
。
法

人
の
場
合
は
本
社
と
し
て
利
用

す
る
こ
と 

次
の
要
件
に
該
当

す
る
方
�
み
ど
り
の
産
業
分
野

で
情
報
通
信
環
境
を
活
用
し
た

事
業
の
起
業
を
予
定
し
て
い
る

か
、
創
業
後
三
年
未
満
の
事
業

場
内

対

の
拡
大
を
目
指
す
法
人
ま
た
は

個
人
（
※
み
ど
り
の
産
業
分
野

＝
住
宅
地
に
負
荷
を
与
え
な
い

で
成
長
し
て
い
く
産
業
分
野

【
例
】
情
報
通
信
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ

ト
、
コ
ン
テ
ン
ツ
、
環
境
、
リ

サ
イ
ク
ル
、
防
災
、
医
療
、
福

祉
、
介
護
、
健
康
、
住
宅
、
教

育
な
ど
に
関
連
す
る
産
業
分

野
）
�
利
用
期
間
終
了
後
も
、

区
内
で
引
き
続
き
事
業
を
す
る

意
思
が
あ
る
こ
と
�
住
民
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と 

六
室

（
約
一
〇
�
〜
一
三
�
） 

利

用
料
（
賃
料
）
＝
一
�
あ
た
り

共
益
部
分
（
電
気
料
、
水
道
料
、

警
備
委
託
費
、
共
有
部
分
清
掃

費
）
の
費
用
を
含
み
月
額
二
六

七
一
円
（
一
室
月
額
二
万
七
〇

八
三
円
〜
三
万
六
二
九
八
円
）

▽
保
証
金
＝ 
一
〇
万
円
▽
そ
の

他
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続

料
は
無
料
、
た
だ
し
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
使
用
料
や
電
話
料
な
ど
は

利
用
者
負
担 

所
定
の
申
請
書

類
一
式
を
、
５
月　

日
〜
６
月

２３

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
産
業
振

３０

定
費

申

興
課
（
区
役
所
西
棟
一
〇
階
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。
書
類
審

査
と
面
接
審
査
が
あ
り
ま
す 

産
業
振
興
課 

申
請
書
類
一

式
、
そ
の
他
詳
し
く
は
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

� 

え
の
き
会
沓
掛
ホ
ー
ム 

看
護
職
員
（
正
規
職
員
）

　
 

勤
務
内
容
＝
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
利
用
者
の
看
護
業
務

全
般
▽
勤
務
時
間
な
ど
＝
午
前

９
時
〜
午
後
６
時
、
四
週
八
休

（
勤
務
割
表
に
て
出
勤
）
▽
資

格
＝　

歳
ま
で
の
健
康
で
看
護

６０

師
ま
た
は
准
看
護
師
の
資
格
を

お
持
ち
の
方
▽
給
与
＝
同
法
人

規
定
に
基
づ
き
、
経
験
な
ど
に

よ
り
決
定
▽
募
集
人
員
＝
一
名

 

電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
を

沓
掛
ホ
ー
ム
（
〒　

‐
０
０
３

１６７

１
本
天
沼
３
―　

―　

）
へ
郵

３４

２８

送 

同
ホ
ー
ム
�
３
３
９
５
‐

０
９
０
０

問

他

（ 福 ）内
申

問

四
宮
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン

①
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン

　
 

６
月
８
日
〜
７
月　

日
の

３０

第
二
・
第
四
水
曜
日
午
前　

時
１０

〜
正
午
、
毎
週
土
曜
日
午
後
１

時
〜
３
時

②
Ｉ
Ｔ
入
門
お
さ
ら
い
講
座

　
 

６
月
８
日
〜　

日
の
毎
週

２９

水
曜
日
、
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分
（
計
四
回
）　

３０
③
楽
し
も
う
パ
ソ
コ
ン

　
 

７
月
６
日
〜　

日
の
毎
週

２７

水
曜
日
、
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分
（
計
四
回
）　

３０
④
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
入
門
講
座

時時時

　
 

Ａ
コ
ー
ス
＝
６
月　

日
〜

１８

７
月
９
日
の
毎
週
土
曜
日
▽
Ｂ

コ
ー
ス
＝
７
月　

日
〜
８
月
６

１６

日
の
毎
週
土
曜
日
／
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
３
時　

分
〜
５
時

３０

　

分
（
各
コ
ー
ス
四
回
）

３０⑤
家
計
簿
を
つ
け
て
み
よ
う

　
 

Ａ
コ
ー
ス
＝
６
月
１
日

�
・　

日
�
▽
Ｂ
コ
ー
ス
＝
６

１１

月　

日
�
・
７
月
６
日
�
／
時

２９
間
は
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
正

１０

午
（
各
コ
ー
ス
二
回
）

⑥
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
の
入
っ
た

手
紙
を
書
い
て
み
よ
う

　
 

６
月　

日
�
・　

日
�
午

１５

１８

前　

時
〜
正
午
（
計
二
回
）

１０ 時時時

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
ろ
う　

　
 

６
月
８
日
〜　

日
の
毎
週

２９

水
曜
日
、午
後
４
時
〜
６
時（
計

四
回
）

⑧
ミ
ニ
講
座

　
 

・ 

６
月　

日
�
＝
暑
中

２５

見
舞
い
を
作
ろ
う
▽
７
月　

日
２０

�
ま
た
は　

日
�
＝
便
せ
ん
を

３０

作
ろ
う
／
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前　

時
〜
正
午
（
計
一
回
）

１０

☆

　
 

四
宮
敬
老
会
館
（
上
井
草

２
―　

―
３
） 

区
内
在
住
の

２８

方（
水
曜
日
は　

歳
以
上
の
方
、

５０

土
曜
日
の
み
は
年
齢
制
限
な

し
）。
�
・
�
以
外
は
文
字
入
力

時時

内

場

対

が
で
き
る
方 

各
一
〇
名 

�

＝
時
間
単
位
で
三
〇
〇
円
（
一

時
間
延
長
＝
二
〇
〇
円
加
算
）、

�
〜
�
・
�
＝
八
〇
〇
〇
円（
テ

キ
ス
ト
代
は
別
）、
�
・
�
＝
四

〇
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
は

別
）、
�
＝
二
〇
〇
〇
円 

�
＝

当
日
、
直
接
会
場
へ
�
〜
�
＝

電
話
で
、
一
週
間
前
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
（
先
着
順
） 

同
法
人
�
５

３
０
３
‐
６
５
４
０
�
５
３
０

３
‐
６
５
４
２
、
Ｅ
メ
ー
ルin

fo
@
s
a
ra
-p
ro
je
c
t.o
r.jp

 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
パ
ソ

コ
ン
を
使
用
し
ま
す

定

費
申

問

他

幼
稚
園
児
の

幼
稚
園
児
の

保
護
者
の
方
へ

保
護
者
の
方
へ

 

学
務
課
就
学
奨
励
係

問

�

�

�

�

�����������������������������������������

�����������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈私立幼稚園等保護者補助金および就園奨励費補助金（合算）〉
補助金額（月額）対象基準 第３子以降第２子第１子

３万４１００円２万９３００円２万４５００円生活保護受給世帯および区市町村民
税が非課税の世帯

３万３５００円２万７７００円２万１７００円区市町村民税の所得割が非課税の世
帯

３万１４００円２万４７００円１万７９００円区市町村民税の所得割が１万７２００円
以下の世帯（年収約３６０万円以下）

３万１０００円２万３５００円１万４９００円
区市町村民税の所得割が１万７２００円
を超え１２万４４００円以下の世帯（年収
約６８０万円以下）

１万１２００円１万１２００円　　９１００円
区市町村民税の所得割が１２万４４００円
を超え１６万２０００円以下の世帯（年収
約７３０万円以下）

　　６７００円　　６７００円　　６７００円
区市町村民税の所得割が１６万２０００円
を超え３１万円以下の世帯（年収約
１０００万円以下）

　　４０００円　　４０００円　　４０００円区市町村民税の所得割が３１万円を超
える世帯（年収約１０００万円超）
※年額を月額（年額を１２で割り、１００円未満を四捨五入）に直しているため、支給
額は若干異なります。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「広報すぎなみ」５月１１日号５面「杉並区卓球選手権大会」
の会場は高円寺体育館（高円寺南２‐３６‐３１）の誤りでした。

訂正とおわび

競技大会

�杉並区バレーボール総合選手権大会　
　 ６月２６日�、７月３日�・１０日�・２４日�午前９時～（区共催） 上井草ス
ポーツセンター（上井草３‐３４‐１）ほか １７年区バレーボール協会登録チーム
（新規登録チームも可） １チーム４０００円 所定の申込み用紙（区立体育館にあ
ります）に必要事項を記入し、６月７日（必着）までに区バレーボール協会・三
好敏子（〒１６６‐０００４阿佐谷南３‐５‐８）へ 同協会・三好�３２２０‐９６３０ 代
表者会議を６月１４日�午後６時～荻窪体育館会議室（荻窪３‐４７‐２）で行います
�秋季ソフトテニスクラブ対抗戦
　 ６月１９日�午前９時～午後７時（予備日＝６月２６日�・区後援） 松ノ木運
動場（松ノ木１‐３‐２２） ３組対抗戦 区ソフトテニス連盟加盟クラブ（新規
加盟可） １チーム３０００円 ハガキに事業名、クラブ名、代表者氏名、住所、電
話番号を書いて、６月９日（必着）までに区ソフトテニス連盟・小島晃（〒１６６‐
００１６成田西３‐６‐４）へ 同連盟・小島�３３１２‐０３８５（午後７時～９時） １
クラブからの参加は男女それぞれ３チーム以内
�新日本スポーツ連盟　春季バドミントン大会（男・女ダブルス）
　 ６月２６日�午前９時～午後５時（区後援） 妙正寺体育館（清水３‐２０‐
１２） 区内在住・在勤・在学の方 ６０組 １組２８００円（加盟クラブ高校生以下
２４００円） 便せんなど（３面記入例参照）にペア名、クラブ名、性別、１部（中・
上級）か２部（初級）の別も書いて、現金書留で参加費を同封して６月１０日（必
着）までに新日本スポーツ連盟杉並バドミントン大会（〒１７０‐００１３豊島区東池袋
３‐９‐１５）へ 同連盟・北川�３９８１‐１３４５（午前１１時～午後５時）

�初心者体験ダイビング講習会
　 ６月２５日�午前７時～午後７時 伊豆海洋公園（静岡県伊東市） 陸上講
習、プール講習、海洋講習（２０分前後） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の健
康な初心者 ２０名（抽選） １万円（バス代・講習料・用具レンタル代・昼食代
などを含む） 往復ハガキ（３面記入例参照・２名まで連記可）に生年月日、性
別、身長、体重、胴囲、足のサイズ、視力も書いて、６月２日（必着）までに�
杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８
階）へ 同財団�３３１２‐２１１１（区代表） 発作などを起こしやすい方は、ご遠慮
ください
�上井草スポーツセンター温水プール（上井草３‐３４‐１）休場のお知らせ
　換水清掃のため、５月３０日�～６月３日�の期間休場します。
　 同プール�３３９０‐５７０７または�杉並区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１

時 場
対

費 申

問 他

時 場
内 対

費 申

問 他

時 場
対 定 費
申

問

時 場 内
対

定 費
申

問 他

問

その他

◇
私
立
幼
稚
園
な
ど
の
園
児

の
保
護
者
に
補
助
金
を
支

給

　

補
助
金
を
下
表
の
と
お
り

支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
入
園
児
の
保
護

者
に
入
園
料
助
成
金
を
次
の

と
お
り
支
給
し
ま
す
。

　
 

金
額
＝
園
児
一
人
一
回

に
限
り
三
万
円
／
な
お
、
満

３
歳
に
達
し
た
園
児
が
翌
年

の
４
月
を
待
た
ず
に
途
中
入

園
し
た
場
合
も
対
象
と
な
り

内

ま
す 

幼
稚
園
な
ど
を
通
し

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
▽
申

請
書
の
配
布
＝
５
月
上
旬

◇
区
立
幼
稚
園
の
入
園
料
・

保
育
料
を
減
免

　

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

世
帯
お
よ
び
区
市
町
村
民
税

の
所
得
割
が
非
課
税
の
世
帯

が
対
象
で
す
。

　
 

幼
稚
園
を
通
し
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
６

月
中
に
幼
稚
園
で
配
布
す
る

お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
申
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「
わ
が
ま
ち
の
警
察
官
」

を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

　

区
内
で
の
空
き
巣
や
ひ
っ
た

く
り
な
ど
の
犯
罪
は
、
二
年
連

続
で
減
少
し
、
治
安
の
状
況
は

改
善
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

自
主
的
な
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
を
は
じ
め
、
杉
並
・
高
井
戸
・

荻
窪
の
各
警
察
署
が
犯
罪
の
抑

止
に
強
く
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
の
成
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

区
で
は
犯
罪
の
抑
止
に
顕
著

な
成
果
を
上
げ
た
警
察
官
を

「
わ
が
ま
ち
の
警
察
官
」
と
し

て
顕
彰
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
選
考
は
「
わ
が
ま
ち
の
警

察
官
」
選
考
委
員
会
で
審
議
し

決
定
し
ま
す
。

　

区
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め

熱
心
に
活
躍
し
て
い
る
警
察
官

を
身
近
に
ご
存
じ
の
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
 

推
薦
の
対
象
＝
杉
並
・
高

井
戸
・
荻
窪
警
察
署
に
勤
務
す

る
警
察
官 

電
話
で
、
所
属
す

対

申

る
警
察
署
・
候
補
者
氏
名
・
推

薦
理
由
を
、
６
月
３
日
ま
で
に

危
機
管
理
対
策
課
へ 

同
課

 
区
民
事
務
所
会
議
室
が

一
時
利
用
で
き
ま
せ
ん

　

区
民
事
務
所
会
議
室
の
う
ち

一
部
の
部
屋
（
下
表
）
は
、　
１０

月
に
実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査
の

調
査
員
説
明
会
や
調
査
票
受
付

会
場
と
な
る
た
め
、
８
月　

日
１５

�
〜　

月　

日
�
の
間
、
利
用

１０

３１

で
き
ま
せ
ん
。

　

国
勢
調
査
の
状
況
に
よ
り
、

利
用
で
き
る
部
屋
が
出
た
場
合

は
、
当
月
分
に
つ
い
て
は
そ
の

都
度
、
当
月
分
以
外
は
毎
月　
２７

日
の
空
き
枠
申
し
込
み
日
よ
り

開
放
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
部
屋
で
あ

っ
て
も
、　

月
３
日
�
〜　

日

１０

１４

�
は
国
勢
調
査
で
使
用
し
、
利

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
他
の
施
設
の
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
 

地
域
課
地
域
施
設
係

セ
シ
オ
ン
杉
並
の
ホ
ー

ル
使
用
休
止

　

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

）
の
ホ
ー
ル
は
、
工
事

２２

３２

の
た
め　

年
１
月　

日
�
〜　

１８

１０

１９

日
�
の
一
〇
日
間
、
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

　
 

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
�
３

３
１
７
‐
６
６
２
１

区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

　

第
二
回
区
議
会
定
例
会
は
、

６
月
６
日
�
に
開
会
さ
れ
る
予

定
で
す
。本
会
議
や
委
員
会
は
、

定
員
の
範
囲
内
で
ど
な
た
で
も

傍
聴
で
き
ま
す
。

　
 

当
日
、
直
接
区
議
会
事
務

局
（
区
役
所
中
棟
三
階
）
へ 

区
議
会
事
務
局 

①
日
程
の
問

い
合
わ
せ
は
、
５
月　

日
以
降

３１

に
お
願
い
し
ま
す
②
手
話
通
訳

を
希
望
す
る
方
は
、
希
望
日
の

四
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

問問申

問

他

放
射
第
五
号
線
事
業
推
進
の

た
め
の
検
討
協
議
会

　
 

５
月　

日
�
午
後
６
時　

２７

３０

分
〜
８
時　

分
（
傍
聴
の
受
付

３０

は
午
後
６
時
〜
） 

区
役
所
中

棟
五
階
第
三
委
員
会
室 
（
地

下
一
階
夜
間
入
口
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
） 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

都
第
三
建
設
事
務
所
工

事
第
一
課
�
３
３
８
７
‐
５
３

４
７
ま
た
は
区
都
市
計
画
課 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い公
園
で
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
、

野
外
炊
さ
ん
が
で
き
ま

す
　
 

７
月　

日
�
〜
８
月　

日

１９

３１

�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
日

曜
・
祝
日
を
除
く
） 

蚕
糸
の

森
公
園
（
和
田
３
―　

―　

）、

５５

３０

塚
山
公
園
（
下
高
井
戸
５
―　
２３

―　

）、
井
草
森
公
園
（
井
草
４

１２
―　

―
１
）、
柏
の
宮
公
園
（
浜

１２
田
山
２
―
５
―
１
） 

利
用
目

的
が
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動

で
あ
る
団
体
（
団
体
登
録
な
ど

の
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

無

時

場

申

問

他

時

場対

費

料 

・ 

６
月
１
日
か
ら
利
用

日
の
三
日
前
ま
で
に
、
公
園
緑

地
課
公
園
事
業
係
（
区
役
所
西

棟
五
階
）
へ

介
護
予
防
健
診
「
お
た
っ
し

ゃ　

」
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

２１

　

区
は
、「
活
動
的
な　

歳
」
を

８５

目
指
し
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で

イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
し
て
い
く
た

め
の
方
法
（
＝
介
護
予
防
）
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
健
診
「
お
た
っ
し

ゃ　

」
で
は
体
力
測
定
と
健
康

２１
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
 

・ 

左
表
の
と
お
り 

問

診
、
握
力
・
片
足
立
ち
・
歩
行

速
度
検
査 

区
内
在
住
で　

〜
７０

　

歳
の
方 

各
八
〇
名 

無
料

７９
 

各
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
�

３
３
９
１
‐
０
０
１
５
、
高
井

戸
�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４
、

高
円
寺
�
３
３
１
１
‐
０
１
１

６
、
上
井
草
�
３
３
９
４
‐
１

２
１
２
、
和
泉
�
３
３
１
３
‐

９
３
３
１
）
へ
（
先
着
順
） 

各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
健
康

推
進
課
�
３
３
９
１
‐
１
０
１

５
申

問

時

場

内

対定

費

申

問

人
権
に
関
す
る
特
設
相

談
所
を
開
設
し
ま
す

　

６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
を
記
念
し
て
、
全
国

一
斉
に
人
権
相
談
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
人
権
問
題
で

お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
 

６
月
１
日
�
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
は
３
時
ま
で
） 

区
政
相
談
課
（
区
役
所
西
棟
二

階
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

同
課 

同
課
で
は
、
毎
月
定
例

で
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
第
三

金
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時
）

教
科
書
の
展
示
会

　

今
年
度
は
中
学
校
教
科
書
の

採
択
年
度
に
あ
た
り
、
教
科
書

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。　

年
度
か
ら
中
学
校
な
ど

１８

で
使
用
す
る
文
部
科
学
省
検
定

済
み
の
「
教
科
書
見
本
」
本
の

展
示
を
し
ま
す
。

　
 

・ 

６
月
７
日
�
〜　

日
３０

�
＝
済
美
教
育
セ
ン
タ
ー
（
堀

ノ
内
２
―
５
―　

）
▽　

日
�

２６

１７

〜　

日
�
＝
中
央
図
書
館
（
荻

２３ 時

場

申

問

他
時

場

窪
３
―　

―　

）
▽　

日
�
〜

４０

２３

１７

　

日
�
＝
西
荻
図
書
館
（
西
荻

２５北
２
―　

―
９
）
▽　

日
�
〜

３３

２４

　

日
�
＝
下
井
草
図
書
館
（
下

３０井
草
３
―　

―
５
）
▽　

日
�

２６

２６

〜　

日
�
＝
高
井
戸
図
書
館

３０
（
高
井
戸
東
１
―　

―
１
） 

２８

当
日
、
直
接
会
場
へ 

教
育
委

員
会
指
導
室
ま
た
は
済
美
教
育

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
１
‐
０
０

２
１ 

済
美
教
育
セ
ン
タ
ー
以

外
は
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

図
書
館
の
臨
時
休
館

（
６
月
分
）

　

蔵
書
の
点
検
な
ど
の
た
め
、

下
表
の
と
お
り
臨
時
休
館
し
ま

す
。
休
館
中
で
も
、
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
リ
ク
エ
ス

ト
（h

ttp
://w
w
w
.lib
ra
ry

.c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.to
k
y
o
.j

p
/

）
は
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
資
料
の
取
り
寄
せ
に
は
、

通
常
よ
り
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
 

各
図
書
館

申

問

他
問

　非常持ち出し袋は両手が使えるリュックサックなどで、
取り出しやすい置き場所を決めておきましょう。
　荷物は必要最小限で、常備薬も忘れずに。
　 防災課問

〈介護予防検診「おたっしゃ２１」〉
会　　　　　場実施日

荻窪保健センター（荻窪５‐２０‐１）６月１７日�
高円寺保健センター（高円寺南３‐２４‐
１５）２９日�
上井草保健センター（上井草３‐８‐１９）

和泉保健センター（和泉４‐５０‐６）７月１日�
セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２）＝申し
込みは高円寺保健センターへ６日�

荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）＝申し込
みは荻窪保健センターへ１１日�

上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐
１）＝申し込みは上井草保健センターへ１２日�

高井戸保健センター（高井戸東３‐２０‐
３）１３日�

永福和泉地域区民センター（和泉３‐８‐
１８）＝申し込みは和泉保健センターへ２０日�

高井戸地域区民センター（高井戸東３‐７‐
５）＝申し込みは高井戸保健センターへ２７日�

※時間は、いずれも午後２時～３時３０分。

〈図書館の６月の臨時休館日〉

休館日図書館名休館日図書館名

６月２７日�
～３０日�

宮前（宮前５‐５‐２７） 
�３３３３‐５１６６

６月６日�
～９日�

永福（永福４‐２５‐７） 
�３３２２‐７１４１

７月４日�
～７日�

阿佐谷（阿佐谷北３‐３６‐１４)
�５３７３‐１８１１

６月１３日�
～１７日�

高井戸（高井戸東１‐２８‐１） 
�３２９０‐３４５６

※定例休館日も含まれています 。６月２０日�
～２３日�

下井草（下井草３‐２６‐５)
�３３９６‐７９９９

〈国勢調査で使用する区民事務所会議室の部屋〉
部屋名会　　議　　室　　名
洋室１・２下井草会議室（下井草４‐３０‐２）
洋室３清沓中通会議室（清水２‐１７‐１１）
和室上荻窪会議室（上荻３‐１６‐６）
洋室３上井草会議室（今川４‐８‐２２）
洋室１天沼会議室（天沼２‐３０‐１０）
洋室荻窪会議室（南荻窪２‐２８‐１３）
洋室１・２高円寺北会議室（高円寺北３‐２５‐９）
洋室１・２阿佐谷会議室（阿佐谷北２‐１８‐１７）
洋室成田会議室（成田西３‐７‐４）
洋室和田会議室（和田１‐４１‐１０）
洋室堀ノ内松ノ木会議室（松ノ木３‐３‐４）
洋室１・２高円寺中央会議室（高円寺南２‐３２‐５）
洋室１・２馬橋会議室（高円寺南３‐３１‐３）
洋室宮前会議室（宮前５‐５‐２７）
洋室２高井戸会議室（高井戸西２‐５‐１０）
集会室方南会館・方南和泉会議室（和泉４‐４２‐５）
洋室２下高永福会議室（下高井戸３‐２３‐９）

　

今
年
、
区
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
市
と
の
友
好

都
市
提
携　

周
年
を
迎
え
ま
し

１５

た
。
こ
れ
を
記
念
し
、
ウ
ィ
ロ

ビ
ー
市
の
パ
ッ
ト
・
ラ
イ
リ
ー

市
長
一
行
が
来
日
し
ま
し
た
。

　

５
月　

日
�
に
区
議
会
議
場

１１

で
行
わ
れ
た
歓
迎
式
典
で
、
両

首
長
は
親
善
を
さ
ら
に
深
め
る

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。ま
た
、

都
立
杉
並
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

の
生
徒
た
ち
が
記
念
の
演
奏
を

行
い
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し

た
。　

そ
の
後
、一
行
は
大
田
黒

公
園
、
杉
並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
れ
、
区
の

文
化
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　
 

文
化
・
交
流
課

問

　飲料水・非常食・携帯
ラジオ・衣類・履物・マ
ッチやライター・軍手・
貴重品・現金（小銭含む）・
懐中電灯・笛・救急セッ
ト・筆記用具・雨具・チ
リ紙その他、生活に欠か
せない用品

★防災メモ★　その６

非常持ち出し袋非常持ち出し袋

� ������������� �
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
市
長

が
来
日
し
ま
し
た

▼

歓
迎
式
典
で
あ
い
さ
つ
す

る
ラ
イ
リ
ー
市
長
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１７（２００５）年�月��日（土曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

５
月　

日
は
世
界
保
健
機
関

３１

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
定
め
る
世
界

禁
煙
デ
ー
で
す

　

２
月　

日
、「
た
ば
こ
の
規
制

２７

に
関
す
る
世
界
保
健
機
関
枠
組

条
約
」
が
発
効
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
約
は
、
た
ば
こ
が
健

康
に
お
よ
ぼ
す
悪
影
響
か
ら
現

在
と
将
来
の
世
代
を
保
護
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
た
ば
こ
に

関
す
る
広
告
、
包
装
上
の
表
示

な
ど
の
規
制
と
た
ば
こ
の
規
制

に
関
す
る
国
際
協
力
に
つ
い
て

定
め
た
も
の
で
す
。

　

区
で
は
「
健
康
都
市
杉
並
」

を
目
指
し
て
喫
煙
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
。
重
点
は
次
の
四
つ

で
す
。

①
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止

②
公
共
施
設
の
分
煙
化
の
推
進

③
禁
煙
希
望
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

④
喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
へ
の
取
り

組
み

　

な
か
で
も
、
次
世
代
を
担
う

未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
の
推
進

は
、
地
域
全
体
で
進
め
て
い
く

課
題
で
す
。
世
界
禁
煙
デ
ー
を

機
会
に
、
家
庭
や
地
域
で
た
ば

こ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
 

杉
並
保
健
所
健
康
推
進
課

�
３
３
９
１
‐
１
０
１
５

問

★
杉
並
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大

会
　

杉
並
消
防
団
の
九
個
分
団

が
、
消
防
団
用
可
搬
ポ
ン
プ
を

使
用
し
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成

果
を
そ
れ
ぞ
れ
発
揮
す
る
審
査

会
で
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
前
９
時
〜

２８

　

時　

分 

立
正
佼
成
会
法
輪

１１

３０

閣
駐
車
場
（
和
田
２
―
８
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
消

防
署
警
防
課
防
災
係
�
３
３
９

３
‐
０
１
１
９

★
子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て

の
相
談
会

　

不
登
校
、ひ
き
こ
も
り
な
ど
、

子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て
の

時

場

申

問

悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
何
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２９

５
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 
　

歳
く
ら
い

２２

３２

２０

ま
で
の
お
子
さ
ん
の
不
登
校
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
悩
み
を
お

持
ち
の
方 

二
〇
名
程
度 

無

料 

・ 

電
話
で
、５
月　

日
ま

２５

で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
和
泉
自
由
学

校
�
５
３
７
６
‐
３
２
７
２
へ

★
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
・
高
齢
者
の
就
労
相
談

　
 

第
五
週
を
除
い
た
毎
週
火

曜
日
（
た
だ
し　

月　

日
、　

１２

２７

１８

年
１
月
３
日
、
３
月　

日
と
毎

２１

月　

日
（
高
井
戸
地
域
区
民
セ

２０
ン
タ
ー
休
館
日
）
を
除
く
）
午

後
１
時
〜
４
時 

高
井
戸
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３

―
７
―
５
） 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
７
‐
２
２
１
７

時
場

対

定

費

申

問

時

場
申

問

★
都
立
杉
並
ろ
う
学
校

学
校
公
開

　
 

６
月　

日
�
午
前
８
時　

１７

３０

分
〜
午
後
０
時　

分 

都
立
杉

３０

並
ろ
う
学
校
（
幼
稚
部
、
小
学

部
、
中
学
部
） 

電
話
、
ハ
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
３
面
記

入
例
参
照
）
に
現
在
の
所
属
先

（
学
校
名
な
ど
）
も
書
い
て
、

６
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同

１０

校
（
〒　

‐
０
０
７
３
下
高
井

１６８

戸
２
―　

―　

�
３
３
２
３
‐

２２

１０

８
３
７
６
�
５
３
７
６
‐
２
１

３
９
）
へ 

同
校
副
校
長
・
村

野★
６
月
１
日
〜　

日
は
「
電
波

１０

利
用
保
護
旬
間
」
で
す

　

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
〜

　

日
ま
で
、「
電
波
利
用
保
護
旬

１０間
」と
し
て
、携
帯
電
話
、消
防
・

救
急
無
線
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

な
ど
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い

電
波
の
利
用
を
保
護
す
る
活
動

時

場

申

問

を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。
社
会

生
活
を
脅
か
す
不
法
な
電
波
を

な
く
す
た
め
、
電
波
は
ル
ー
ル

を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ

う
。

　
 

関
東
総
合
通
信
局
▽
不
法

無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害
＝

�
５
５
６
２
‐
７
５
５
５
▽
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
＝

�
５
２
２
０
‐
５
６
９
０
▽
放

送
相
談（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）

＝
�
５
２
２
０
‐
５
６
９
３

問住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度住民投票制度
杉並区自治基本条例で規定している
住民投票の請求に必要な署名数

８， ８２５人
（１7年５月１日現在）

 総務課問

●　●　●　宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド　●　●　●
民営化施設（民間事業者が経営しています。予約、問い合わせは各申込先へ）　

弓ケ浜クラブ
（静岡県賀茂郡
南伊豆町湊字
新田谷戸７８１）

富士学園
（山梨県南都留郡
忍野村忍草２９９７）

ホテル・
コニファーいわびつ
（群馬県吾妻郡吾妻町
大字原町字岩櫃４３９９）

湯の里「杉菜
（すぎな）」（神奈
川県足柄下郡湯
河原町宮上２７９）

施設名
（住所）

５８１９‐５５１２
（午前１０時～午後５
時、土・日曜・祝日を

除く）

０１２０‐８４４‐８９１
３２６３‐１５９０

（午前１０時～午後６時、土・
日曜・祝日を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８時、

年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
０４６５‐６２‐４８０５
（午前９時～午後８
時、年中無休）

電話番号
（受付時間）
申
込
先

５８１９‐５４４０３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス

区民・一般区民・一般区民・一般一般区民料金区分

７３５０円

６７２０円
７９８０円～８４００円７９８０円大　人平

日宿
泊
料
金
（
消
費
税
込
み
）

６３００円～５９８５円５５６５円子ども

７３５０円
９０３０円～９４５０円９０３０円大　人休

前
日 ７３５０円～７０３５円６６１５円子ども

１２歳以上１３０円中学生以上１５０円１２歳以上１５０円入湯税
利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金（消費税込み）に対して、
区民（区内在住者）には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助があります。
利用日の１週間前からの変更、取消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日

（注）１．区の宿泊補助を受けるためには、運転免許証・杉並区民証・健康保険証・障害者手帳な
ど区内在住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入してください
（お持ちにならない時は宿泊補助は適用されません。また、払い戻しはしません）。２．富士学
園は小学生以上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿泊料金が適用されます。３．宿泊の予約は、
申込先に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信をします。近畿日本ツーリスト区役
所内店では宿泊予約は受け付けません。４．季節により宿泊料金が上記と異なる日があります。
詳細は申込先にお問い合わせください（富士学園・弓ケ浜クラブは、学校優先使用のためご利
用いただけない日もあります）。５．各施設のパンフレットは区役所、区民事務所・分室、駅前
事務所、地域区民センター、区民集会所にあります。

直営施設
休館日申　  込　  方　  法料　金施　　　設

　７月５日
※６月と８月
は休館日な
し

７・８月の利用申し込み＝専用ハガキに
よる申し込みは５月１５日到着分をもって締
め切りました。予約の取れた方には使用承
認書をお送りしますので、忘れずに現地に
お持ちください。料金は現地でお支払いく
ださい。抽選後の空室申し込みは６月１０日
から使用日の前日まで、電話または窓口で
受け付けます（１０日は電話のみ）。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

教職員研修所
「秋川荘」
（あきる野市五日市）
�０４２‐５９６‐０６９３予
約は、下記の近畿
日本ツーリスト区
役所内店まで

秋川荘予約・問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐
１）�３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

　

一
九
六
三
年
（
昭
和　

年
）
１
月
に

３８

は
国
産
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
は「
鉄
腕
ア
ト
ム
」

一
本
だ
け
だ
っ
た
の
に
、
翌
年
に
は
週

七
本
も
の
作
品
が
放
送
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

　

週
八
〇
本
近
く
が
製
作
さ
れ
て
い
る

現
在
に
比
べ
る
と 
嘘 
の
よ
う
に
少
な
い

う
そ

数
だ
が
、
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
ゼ
ロ
だ

っ
た
も
の
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
こ
ん

な
に
増
え
た
の
だ
か
ら
、
現
場
は
大
混

乱
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　

「
ア
ト
ム
」
以
前
に
も
劇
場
作
品
や

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
ア
ニ
メ
に
携
わ
っ

て
い
た
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
は
存
在
し
た

が
、
作
品
数
が
急
激
に
増
え
て
い
く
の

だ
か
ら
、
そ
れ
を
支
え
る
人
材
も
増
や

し
続
け
る
ほ
か
は
な
い
。
と
に
か
く
人

数
を
集
め
て
ど
ん
ど
ん
作
画
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
放
送
に
穴
が
開
い
て
し

ま
う
の
だ
。
各
ス
タ
ジ
オ
は
懸
命
に
ア

ニ
メ
ー
タ
ー
を
増
や
そ
う
と
し
た
。

  
か
つ
て
阿
佐
ケ
谷
に
あ
っ
た
東
京
ム

ー
ビ
ー
も
そ
う
だ
っ
た
。
後
に
サ
ン
リ

オ
の
「
シ
リ
ウ
ス
の
伝
説
」
や
東
京
ム

ー
ビ
ー
の
「
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
／
ニ
モ
」
な
ど

の
監
督
を
し
た
波
多
正
美
さ
ん
も
当
時

の
新
人
の
一
人
だ
。

「
新
聞
の
求
人
広
告
を
見
て
、
応
募
し

た
ん
で
す
。
ず
っ
と
手
塚
治
虫
フ
ァ
ン

だ
っ
た
か
ら
『
ビ
ッ
グ
Ｘ
』
の
絵
な
ら

描
け
る
と
思
っ
て
。
も
ち
ろ
ん
ア
ニ
メ

と
い
う
も
の
は
知
っ
て
い
て
、
好
き
で

し
た
が
、
具
体
的
な
技
術
は
何
も
知
ら

な
い
状
態
で
し
た
。
で
も
、
採
用
さ
れ

る
と
い
き
な
り
現
場
に
放
り
込
ま
れ
ま

し
た
」

　

今
は
「
お
じ
ゃ
る
丸
」
な
ど
の
演
出

の
仕
事
を
な
さ
っ
て
い
る
波
多
さ
ん

に
、
さ
ら
に
思
い
出
話
を
う
か
が
っ
て

み
た
。

　

「
阿
佐
ケ
谷
住
宅
の
一
角
に
あ
っ
た

ス
タ
ジ
オ
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
徹
夜
仕

事
を
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
阿
佐
ケ
谷

駅
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
面
し
て
い
た
お
店

で
出
し
て
い
た
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
に

つ
い
て
く
る 
味  
噌 
汁
が
楽
し
み
で
し

み 

そ

た
。

　

そ
う
そ
う
、
あ
る
時
会
社
か
ら
夜
中

の
ス
タ
ジ
オ
使
用
を
禁
止
さ
れ
て
、
困

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
昼

間
の
う
ち
に
窓
の 
鍵 
を
開
け
て
お
き
、

か
ぎ

 
一  
旦 
帰
っ
た
ふ
り
を
し
て
夜
中
に
こ
っ

い
っ 
た
ん

そ
り
入
り
込
ん
で
仕
事
を
し
て
い
た
ん

で
す
が
、
見
つ
か
っ
て
し
ま
っ
て
…
。

『
ど
う
や
っ
て
入
っ
た
ん
だ
』
と
問
い

詰
め
ら
れ
て
、
苦
し
紛
れ
に
『
落
ち
て

い
た
針
金
で
鍵
穴
を
つ
つ
い
て
み
た

ら
、
開
い
た
ん
で
す
』
と
言
い
訳
し
た

ら
、『
す
ご
い
な
。
そ
ん
な
こ
と
が
で
き

た
の
か
』
と
逆
に
感
心
さ
れ
て
、
弱
り

ま
し
た
」

　

少
し
も
苦
労
話
が
出
て
こ
な
い
な
と

思
っ
て
い
た
ら
、
最
後
に
笑
っ
て
こ
ん

な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
あ
の 
頃 ころ

は
、
絵
の
仕
事
を
す
る
場
に
い
る
と
い

う
だ
け
で
、
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
」

　

「
ビ
ッ
グ
Ｘ
」
の
次
に
、
東
京
ム
ー

ビ
ー
は
画
期
的
な
ア
ニ
メ
の
製
作
を
開

始
す
る
。み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の「
オ

バ
ケ
の
Ｑ
太
郎
」
で
あ
る
。「
オ
バ
Ｑ
」

の
、
い
っ
た
い
何
が
画
期
的
だ
っ
た
の

か
。
そ
の
話
は
次
回
…
。

�

杉
並
区
の
地
場
産
業
「
ア
ニ
メ
」。
数
多
く
の
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
で
、
ど
ん
な
人

た
ち
が
ど
ん
な
作
品
を
創
っ
て
き
た
の
か
…
。
ア
ニ
メ
業
界
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
、
そ
ん
な
杉
並
と
ア
ニ
メ
の
か
か
わ
り
を
描
き
ま
す
。

（
毎
月　

号
に
掲
載
）

２１

文
�
金
春　

智
子

脚
本
家
／
阿
佐
谷
在
住

企
画
・
監
修
�
大
地　

丙
太
郎
（
ア
ニ
メ
監

督
／
阿
佐
谷
在
住
）、
題
字
�
佐
藤　

竜
雄

（
ア
ニ
メ
監
督
／
高
円
寺
在
住
）

イ
ラ
ス
ト
�
渡
辺　

は
じ
め

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
／
高
円
寺
在
住
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１７（２００５）年�月��日（土曜日）

　山の中腹に位置するコニファ
ーいわびつでは、広大な敷地の
中、木々の新芽や山菜たちが顔
を出し、あたりはすっかり緑色
に染まっています。
　鳥たちの元気なさえずりが聞
こえ、運が良ければ野うさぎ・
リス・ニホンカモシカ（天然記
念物）に出会えるかもしれませ
ん。
　６月中旬から７月中旬にかけては、蛍を見ることもできます。ホテルか
ら１５分ほど歩いたところに「ホタル水路」がありますので、夕食後のひと
ときに、お出かけください。
　近郊にはゴルフ場が点在しています。この過ごしやすい季節に、気の合
う仲間と一緒にプレーしてはいかがでしょうか。
　また、ペットと一緒に宿泊できるログハウスもあります。
　コニファーいわびつの豊かな自然の中で、安らぎといやしのひとときを
過ごしませんか。

　富士学園は富士 北 
ほく

 麓 の標高約
ろく

９４０ｍにあり、東京から約２時間で
す。歩いて１０分ほどのところに、
日本名水百選の１つに選ばれた忍
野八海、淡水魚水族館があります。
これからの季節、散策には最適で
す。また、そば・ほうとうの手打
ちが体験できる施設もあります。
　富士学園敷地内には体育館・テ
ニスコートがあり、格安な料金で
利用できます。体育館は貸切も可能です。グループや団体の皆さんはお気
軽にご相談ください。
　平日は、区立小学校の移動教室の子どもたちでにぎやかですが、金・
土・日曜日と夏休みはまだまだ空室があります。富士学園で、忍野の自然
と富士山の美しい景観を満喫してください。

　弓ケ浜は伊豆の最南端、石廊崎と
歴史の町下田のほぼ中間にありま
す。約１�にわたる弓形の白砂青松
の海岸は、伊豆三大美浜のひとつで、
「日本の 渚 百選」にも選ばれていま

なぎさ

す。夏の海水浴をはじめ四季おりお
りの豊かな自然に恵まれ、１年中楽
しめます。
　弓ケ浜クラブの新鮮な魚介類のお
いしいお料理と、館内の天然温泉で、
ゆったりくつろぐことができます。目の前に広がる青い海と空、澄んだ空
気。都会の 喧  騒 をひととき忘れて過ごしませんか。

けん そう

　良質な温泉で知られる「万葉の
里」湯河原の湯で、身も心もいや
しませんか。
　６月になると、「杉菜」の前を
流れる千歳川で、天然の蛍がみら
れます。夏は海水浴、秋は紅葉と
みかん狩りなど、自然が盛りだく
さんです。
　天然温泉の露天風呂や湯河原
駅までの無料送迎は大変好評で
す。１５名以上の団体には、区内から「杉菜」までバスで往復送迎をします
（諸経費は有料）ので、町会・自治会、老人会などの 親  睦 旅行には最適で

しん ぼく

す。例年５月～７月は、予約が取りやすくなっていますので、皆さんの利
用をお待ちしています。

＜「杉菜」からのお知らせ＞
　お正月（１２月３１日～１月３日）の予約は、電話予約のみとさせていただ
きます。また予約できるのは２部屋までとし、ご宿泊は２泊までです。

行楽が楽しみな季節です。ご家族で、仲
間同士でご利用ください。受け付けは６
カ月前からです。料金など詳しくは７面
「宿泊施設ガイド」をご参照ください。

―問い合わせは、各申し込み先へ。

◆６月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）
�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

９・２３日
午前９時～１０時３０分

７・２１日
午前９時～１０時３０分

７・２１日
午前９時～１０時３０分

２・１６・３０日
午前９時～１０時３０分

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有
料）直接会場へ

２０日
午前９時３０分～１０時３０分

２２日
午前９時～１０時

２３日
午前９時３０分～１０時１５分

３日
午後１時１５分～３時

２日
午前９時１５分～１０時３０分

子育てに関する相談
（計測）・子育て交流

２・９・１６・２３日１・８・１５・２２日１・８・１５・２２日
母親学級…母子健康手
帳を持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの８日は午後１時～、１５日は午後１時１５分～、２２日は午前９時３０分～、高井戸保健

センターの８日は午後１時～、上井草保健センターの９日は午後１時～）
１６日（事前申込制）１５日（事前申込制）１５日（事前申込制）

パパ・ママ学級
午後１時３０分～４時（荻窪保健センターは午後１時１５分～４時）

１６日
午後１時３０分～３時３０分

２３日
午前１０時３０分～正午

２４日
午後１時３０分～３時３０分

１６日
午前１０時３０分～正午

１日
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１３日午後１時１５分～２時３０分
２０・２１日午前９時～１０時３０分

８日午後１時１５分～２時３０分
９・２２日午前９時～１０時３０分

９・１６日 午後１時１５分～２時３０分
１４・２１日 午前９時～１０時３０分

３・１７日 午後１時１５分～２時３０分
６・２０日 午前９時～１０時３０分

１６・３０日 午後１時１５分～２時３０分
１０・２４日 午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無
料）初診に限ります

１１日�午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、�３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

１６日午後１時３０分～２日午後１時３０分～１７・２４日午後１時３０分～８・２９日午後１時３０分～１日午後１時３０分～ものわすれ相談（無料）
…電話予約

２日
午後１時３０分～

８日
午後１時３０分～

３・２３日
午後１時３０分～

２・２３日
午後１時３０分～

８・１６日
午後１時３０分～精神保健相談（無料）

…電話予約
和泉保健センターでは、児童・思春期精神保健相談も行います。

※杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万５８４２人（１８６５増）
　男　／２４万９３７９人（７７７増）
　女　／２６万６４６３人（１０８８増）
世帯／２７万９９０５　（１６２５増）

外
国
人
登
録

人口／１万９１０人（６８増）
　男　／　　５３８７人（２０増）
　女　／　　５５２３人（４８増）
世帯／　　８８８０　（５４増）

１７年５月１日現在、（　）は前月比

総人口／５２万６７５２人（１９３３増）

�スポーツ合宿にもどうぞ

　富士学園　山梨県忍野村

� 潮  騒 と温泉にいやされて
しお さい

　弓ケ浜クラブ　静岡県南伊豆町

�森林浴をしませんか

　ホテル・コニファーいわびつ　群馬県吾妻町

　湯の里「 杉  菜 」　神奈川県湯河原町
すぎ な

�万葉の里は自然がいっぱい
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　６月１日～３０日＝あじさい祭（下田公園）　
　　　１日～９月３０日＝ 鮎 釣り（青野川）

あゆ

　７月１７日＝海開き（田牛海水浴場）、黒潮和太鼓まつり（ふるさと公園）
　８月６日＝下賀茂温泉納涼花火大会
　　　８日＝弓ケ浜花火大会
　　　１３日＝中木の火祭り
　   １４・１５日＝下田太鼓祭

　◇今夏の南伊豆の催し◇

 ・ �０１２０‐８４４‐８９１申 問  ・ �０２７９‐６８‐５３３８申 問

 ・ �０３‐５８１９‐５５１２申 問

 ・ �０１２０‐４６５‐００２申 問


